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【取組概要】 

病院（６７８床）新築工事にて、建設発生土を現場内利用（１０，９００ｍ３、３３％）及び

工事間利用（６，１２０ｍ３、１８．５％）し、建設発生土の有効利用を推進したほか、簡易山

留めの中詰め材として利用した再生砕石を地業で再利用（３０９ｍ３）しました。また親杭横矢

工法を鋼矢工法に変更し、建設発生土の発生を抑制、コンクリート杭工事にて廃棄物の搬出が少

ない工法を選択し発生抑制に努めたほか、分別の徹底をはかり、再資源化率９９％を実現しまし

た。 
 
① 建設発生土の有効利用 
病院新築工事にあたり、３３，０８０ｍ３の建設発生土が発生するなか、近隣の造成工事と調

整を行い、６，１２０ｍ３（１８．５％）の工事間利用を実現しました。工事間利用した現場は、

３００ｍと近隣ではあったとはいえ、別事業であったことから、土質や土工期などの連携を行う

ことで実現できました。また、１０，９００ｍ３（３３％）は現場内で利用し、建設発生土の有

効利用を推進しました。 
 
② 簡易山留めの中詰め材の再生利用 
簡易山留めの中詰め材として利用した再生砕石３０９ｍ３（１００％）を現場内の地業に再利

用しました。 
 
③ 鋼矢板工法による建設発生土及び建設発生木材の発生抑制 
当初設計では、親杭横矢板工法を実施する予定であったところ、鋼矢板工法を提案し、掘削が

必要なくなったことで、建設発生土８００ｍ３（１００％）の発生を抑制するとともに、横矢板

が不要となったことで、建設発生木材１０ｍ３（１００％）の発生を抑制しました。また鋼矢板

（１，２４２ｍ２）は再使用される予定です。 
 

【評価】 

建設発生土の現場内利用及び民間工事同士で建設発生土の工事間利用を実現させたことが

優れた取り組みとして評価できる。 

 


